
令和２年度　学校評価表

品川区立城南第二小学校城南第二小学校校区教育協働委員会
品川区立第一日野小学校第一日野小学校校区教育協働委員会
品川区立芳水小学校芳水小学校校区教育協働委員会
品川区立第三日野小学校第三日野小学校校区教育協働委員会
品川区立第四日野小学校第四日野小学校校区教育協働委員会
品川区立大井第一小学校大井第一小学校校区教育協働委員会
品川区立鮫浜小学校鮫浜小学校校区教育協働委員会
品川区立山中小学校山中小学校校区教育協働委員会
品川区立立会小学校立会小学校校区教育協働委員会
品川区立浜川小学校浜川小学校校区教育協働委員会
品川区立伊藤小学校伊藤小学校・冨士見台中学校校区教育協働委員会
品川区立鈴ケ森小学校鈴ケ森小学校・鈴ケ森中学校校区教育協働委員会
品川区立台場小学校台場小学校校区教育協働委員会
品川区立京陽小学校京陽小学校校区教育協働委員会

品川区立後地小学校 校長 西川　幸延

#N/A 委員長 鈴木　聡



令和２年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

区学力定着度調査で、標準スコアを前年度
より高める。

学年別、項目別16項目中8項目で達成。（５０％） B

「学習ルール１０」の指導を徹底し、学習の構
え（意欲）を高める。

全学級で、基本的な学習規律は確立できた。（個別課題あり） B

補習などで個別の指導をする。 時間設定の困難さがあり、十分にはできなかった。 C

全学年で授業研究を実施し、教員の授業力
を向上させる。

講師を招請しての授業研究は未実施。校内での授業研究は、
前年度より実施回数が増加した。 B

各学年での授業研究を実施する。
全体会の設定が困難であったが、学年ごとに授業を研究する
活動が充実した。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・前年度と比較すると７５％から５０％に下
がっている。項目数を１２項目達成できるよう
にしていく。
・前年度と同様に理科が課題である。児童の
興味関心を高める導入の展開を進めていく。
・個別課題はまだ残るので、学級の状況を十
分に把握して、個別指導を更に徹底してい
く。
・放課後の会議等の精選を図っていく。

②

・講師を招聘しての研究授業は今年度も厳し
い状況にある。管理職が授業観察を行い、
指導助言を行っていく。
・初任者を中心に若手教員が授業参観をで
きる機会を設けたことによって、多くの教員
から指導法を学ぶことができた。この取組を
定期的に行えるようシステム作りを進める。

①

◎学力の基盤を定着させる。
　・「学習ルール１０」の指導の徹底。
　・東京ベーシックドリルなどを活用した個別指導。
　・校内研究など教員の指導力の向上。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標



令和２年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

「あいさつ」「時間」「約束」「役割」の重点4項
目の教員評価肯定率を８０％以上にする。

令和2年度の特別な対応で、客観的な評価に至らなかったが、
分散登校時の少人数での指導効果は認められた。全校指導
が困難であった。

C

挨拶運動の実践で習慣化する。
挨拶運動は感染症防止対策で推進できなかった。後半は、
徐々に活動を進められた。地域との連携は自粛した。 C

毎週の生活指導の打ち合わせなどで、教員
の指導の共通理解で実践を推進する。

臨時休業、分散登校の影響で、全体指導ができなかった。学
級指導を中心に指導を進めた。 B

市民科授業の研修を通して、教員の市民科
授業力の向上実感評価を１００％にする。

十分な研修はできなかった。計画を変更する中で、授業を進
めることはできた。検証は実施できなかった。 B

市民科研修を実施し、授業力を向上する。
短時間ではあったが市民科授業の研修を実施し、教科特性に
ついての教員の理解を高めた。 B

市民科授業地区公開講座で取り組み成果を
検証する。

授業の公開はできず、書面開催となった。資料作成で授業の
理解と実践力を高めた。 C

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・学年ごとに市民科に関する取組を進めるこ
とから始めた。一貫プランは現状からできる
ことを進めていく。
・OJT研修を中心に若手教員や他地区から
の異動者に対して研修を進めることができ
た。継続して研修を進められるようシステム
作りを進める。
・引き続き、できることをできる範囲で充実で
きるようにしていく。

◎「あいさつ」「時間」「約束」「役割」の指導を徹底する。
　・「笑顔とあいさつ　後地スマイル宣言」を推進する。
　・言葉遣いの指導を重点とする。
　・教員の市民科授業力を向上させる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・学校も通常に戻りつつある。以前の取組を
更に進められるように取り組む。
・挨拶運動が十分にできるようになってきた。
朝だけでなく、帰りの挨拶運動を行うなど、
日常的に挨拶ができるようにしていく。
・毎週１回の生活指導夕会が機能した。今後
も生活指導夕会を中心に教員間での共通理
解を図っていく。



令和２年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

コオーディネーショントレーニングの実践を進
め、教員の指導力向上実感を１００％にす
る。

年度末のまとめで、全教員の理解と実践力の向上の実感が
高まっていた。 A

講師を招聘した授業、研修会を行い、教員の
授業力を高める。

教員研修、児童の指導研修を講師を招聘して年間3回、全学
級での実践ができた。 A

年間の体育授業を通してコオーディネーショ
ントレーニングを実践する。

体育の授業での年間通した指導ができた。 A

スポーツトライアル、ワンミニッツエクササイ
ズを実践する。

2学期以降の実践となったが、スポーツトライアルを実践でき
た。 B

運動委員会の児童活動で休み時間に実践
する。

運動委員会の児童活動を通して休み時間の実践ができた。 B

家庭でのワンミニッツエクササイズの実践を
行う。

家庭生活の負担軽減のため、前年度より抑制した。 C

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・スポーツトライアルやワンミニッツエクササ
イズもできる範囲での取り組みとなった。運
動委員会の児童活動は計画段階で止まって
いるので、現状でできることを検討し、実施で
きるようにする。
・家庭への啓発は、学校ホームページ等で
更に進めていく。

◎体幹を鍛える。
　・コオーディネーショントレーニングを実践する。
◎運動意欲を高める。
　・スポーツトライアル、ワンミニッツエクササイズを実践する。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

②

・コオーディネーショントレーニングに関する
取組は十分に達成された。今後は、体育科
を校内研究の教科として位置づけ、体力の
向上を図る研究を進めていく。



令和２年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

いじめ事案を3か月以内で１００％解決する。
重大ないじめ事案はなかったが、それにつながる可能性のあ
るトラブルはあった。情報共有し、指導に当たり重大化を防い
だ。

B

生活指導の打ち合わせを毎週行い、早期発
見、早期解決の組織的対応をする。

生活指導の打ち合わせは毎週実践できた。十分な時間設定
ができなかった。 B

いじめ等対策委員会を月に1回開催し、共通
理解と全校取組を推進する。

委員会を開催できた。検討内容や、全体への共通理解の方法
などの課題があった。 C

児童アンケートで学校生活の肯定的な評価
を前年度より向上させる。

臨時休校や分散登校、学校生活の制限などで肯定的な評価
は前年度より低下した。 C

「笑顔とあいさつ　後地スマイル宣言」のキャ
ラクター「キラりん」を象徴とした取組をする。

定着してきた。児童にイメージ化した指導で行動に変容が見ら
れた（キラりんを喜ぶかで行動を振り返れた） B

他者理解を高める、前年度までの研究を生
かした実践を継続する。

教員の指導意識の定着が高まった。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

①

・取組としての成果は見られたが、事案数が
少なかったこともあり、課題意識をもつことに
課題が残った。
・児童のサインを見逃さないように日頃から
担任と児童との関わりを密にしたり、児童が
相談しやすい環境整備を更に進めたりする。

②

・いじめのない人間関係を構築することがい
じめ対策には必要なことである。その取組を
充実させるためにも、担任と児童との関わり
が十分に保てるよう、放課後の時間を有効
活用できる校務体制を進める。

重点目標

◎早期発見、早期解決で解決を図る。
　・全教職員の情報共有で全校で指導する。
　・常時、いじめ等対策委員会を機能させる。
　・「笑顔とあいさつ」の実践を推進する。

評
価
指
標

今後の課題と改善策



令和２年度　学校評価　品川区立後地小学校 公開

評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

児童の80％以上が腰骨を立てた姿勢で座る
ことができる。

年度始めの共通指導ができず、８０％には至らなかった。 C

　授業の始業時、終業時に意識と行動を高
める声掛けをする。

経年の指導で定着しつつあるが、全校での共通指導までに至
らなかった。 C

可動式机、いすを配置する。 特色ある活動の予算で配置を進めることができた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

◎「立腰教育」で児童の自立と自律を育む。
　・始業時、終業時に意識させる。
　・立腰姿勢を整えるための可動式机・いすを配置する。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・継続して実践することで成果を上げられる
よう、全校朝会や朝の学級指導等で意識づ
けを更に進めていく。
・教員の異動等もあり、目的意識や指導力の
低下が課題であるから、年度当初の研修等
で意識づけを図る。


